
 

ポストコロナ前夜  

相続税調査  
 

ベイヒルズ税理士法人では、相続税を始めとする資産税に関

して、ご相談を承っております。経験・知識豊富な専任スタッフ

が、資産税に関するあらゆることに対応させていただきます。 

どうぞお気軽にお問い合わせください。 

横浜駅前相続サポートセンター 0120-045-513 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遺産７億円以上で調査率４割 

相続税の全ての納税対象者を分母として実際に税務

調査に至った率を示す「税務調査率」は 3.4％で、コロ

ナ前の１０％からは大きく低下しています。しかし、申告漏

れが指摘された割合は 87.6％に及び、ひとたび調査が

入れば９割が否認されるという状況です。 

相続税調査では課税価格に応じて、「調査対象の件

数」に対する「税務調査された件数」の割合を計算した

データが興味深いです。税務調査が行われる確率が上

がるのは７億円以上が 40.3％、次いで５億円以上７億

円未満 35.2％、3億円以上５億円未満３２．２％となって

います。多くの財産を持つ富裕層に絞って相続税調査が

行われているのが誰の目を見ても明らかです。ちなみに

５千万円未満の調査された割合は 0.4％にすぎません。 

当局の狙いどころはやはり名義預金 

相続税の申告漏れを財産の種類ごとにみると、現金・

預貯金は 30.1％で最も高いです。土地 10.7％、家屋

１．６％、有価証券16.1％の合計28.8％を上回っていま

す。 

なかでも確定申告の資料で真っ先に疑われるのは、

実際にお金を預金している人と口座の名義人が違う「名

義預金」の存在です。被相続人の配偶者や子どもの名

前で作られた口座でも、被相続人が生前に通帳を管理

し、名義人のあずかり知らない状況で出入金をしていた

のであれば、その預貯金は名義預金と認定され、相続時

にほかの資産と合わせて相続税の課税対象になります。 

名義預金かどうかを判定する際にポイントとなるのが、

誰が実質的に口座を管理していたかという点で、印鑑や

通帳をどう保管し、使用されていたかが見られます。また

預金のお金の出元自体も、実質的な所有者を判定する

際の重要な要素となります。 

名義預金のなかで狙われる最近の傾向としては、贈

与税の基礎控除である１１０万円の範囲内で子どもや

孫名義で毎年預金を繰り返していたケースがあります。

仮に被相続人が妻や子、孫たちのために良かれと思って

行った行動だったとしても、税務署から名義預金である

と指摘される可能性があります。きちんとした手順を踏ま

ずに贈与や預金を行ってしまうと、それが知らず知らずの

うちに名義預金に該当してしまうのです。 

夫婦間でお互いの財産の線引きがあやふやになって

いる場合も名義預金を指摘されやすいです。夫の給与を

妻の預金口座で管理運用している家庭というのは珍しく

ありません。妻が運用していても口座の名義が夫の名義

のままなら何の問題もありませんが、徐々に妻名義に移

行していったり、あるいは急に妻名義の預金にしていたり

します。そしていざ夫が亡くなり、相続が発生したという

時点で、妻名義で多額の預金が作られていたとなると、

税務調査時に追及を受けることになりかねません。 

また経営者の相続では、実際の所有者と名義人が異

なる「名義株」の存在も疑われます。株式の名義上の所

有者が誰であれ、実質的な所有者が被相続人であれば、

相続財産として課税されます。相続が発生する前に自社

株の状況をチェックし、疑わしいものがあれば名義変更

などの対策を講じておきたいところです。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：納税通信 
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～ 調査官は名義預金のココを見る！～ 

調査官は名義預金を探し出すために、葬式の芳名帳や香典

帳、年賀状、アドレス帳、日記帳などに金融機関の関係者の

名前がないかどうか入念にチェックします。申告関係書類に

その金融機関との取引に関係する記載がなければ、被相続人

名義で申告されていない口座、すなわち名義預金が存在する

可能性を疑うことになります。 

金融機関は以前に比べて本人確認であるかどうかを厳し

くチェックしていますので、借名口座を開くのは事実上困難

となっていますが、過去に作った口座に被相続人が預金を移

すことはたやすいです。そこで当局は被相続人と相続人の口

座の入出金状況を数年間にわたって調査し、資金を移動させ

た形跡が明らかであれば、名義預金と判断します。 


